
市町村財政比較分析表(平成18年度普通会計決算)
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人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [162,875円]
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給与水準の適正度   （国との比較）
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類似団体内順位

[ 39/39 ]

全国市平均

97.9
全国町村平均

93.9
110.0

105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

103.4

90.0

97.9

103.4

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [9.37人]
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公債費負担の健全度

実質公債費比率 [8.9%]

類似団体内順位

[ 1/39 ]

全国市町村平均

15.1
千葉県市町村平均

15.3

(%)

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

21.1

8.9

16.5

8.9

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [337,968円]

類似団体内順位

[ 13/39 ]

全国市町村平均

456,703
千葉県市町村平均

334,430

(円)

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

885,911

193,669

432,425

337,968

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度
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※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
財政力指数 ： 税制改正による定率減税の縮減及び老年者控除の廃止等の要因による個人市民税の増収並びに空港
                    関連の税収に支えられ、前年度同様類似団体内でトップの財政力指数となっている。今後とも行政の効
                    率化に努めることにより、財政の健全化を確保する。

経常収支比率 ： 昨年度と比較して4.8ポイント上昇しているが、類似団体内では最も低い数値であり健全な財政構造を確
                       保している。しかしながら扶助費及び公債費等の義務的経費が増加傾向にあることから、今後行政評価
                       等の活用により事務事業の見直しを行い、経常経費の削減に努める。

実質公債費比率 ： 適切に事業を実施していることにより、類似団体と比較すると大幅に低い数値となっている。しかしな
                           がら今後「総合５か年計画’０６」に基づく大規模事業の進捗に伴い、起債の借入額が増えることが想
                           定されることから、長期的な財政運営という視点に立ち、財政の健全性に努める。

人口１人当たり ：　施設整備の拡充により地方債現在高は累増しているものの、類似団体平均と比較して低い水準にあ
地方債現在高       る。今後、大規模事業の進捗により地方債の増加が見込まれるが、適切な事業の実施に努め、引き
　　　　　　　　　　　 続き適正な水準を確保する。

ラスパイレス指数 ：　近隣2町との合併があったことから給与構造改革の導入時期が国より遅れたことが主な要因となっ
　　　　　　　　　　　　　 て、類似団体比較して高い水準となっている。今後、初任給基準の見直しをはじめ、給料水準の適
　　　　　　　　　　　　  正化に努める。

人口1,000人　 ： 空港をかかえている関係で空港対策部門や消防署が設置されているほか、救護施設を設置しているな
当たり職員数　　どの要因により、類似団体平均を上回っている。現在、事務事業の見直しや民間委託の推進等による職
　　　　　　　　　　 員数の削減を行ってきており、今後も適正な定員管理に努める。

人口１人当たり人件　： 空港をかかえていることなどの特殊要因により、相当の職員数を確保し、騒音対策及び消防関係等
費・物件費等決算額　　の行政需要に対応していること、並びに平成17年度に近隣の2町との合併により職員数が増加した
　　　　　　　　　　　　　    ことに伴い、類似団体と比較して１人当たりの決算額が大きくなっている。今後、集中改革プランに基
                              づく事務事業の見直し、職員定数の削減及び職員給与の適正化等により経費の抑制に努める。


